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１　議題

　　保健医療計画の中間見直しについて
２　結果
　　賛成　１５
反対　　０
　　　
　３　意見　
· 新型コロナウイルス感染症のパンデミックに関連して感染症医療体制の見直しの動きがあるが、今後どのようなスケジュールで検討し、医療計画に反映していく予定か。
· 　本年４月より、北斗病院が愛知医科大学病院の分院として、事業継承されることが正式に決まっているようです。愛知医科大学病院からは、分院構想（案）が示されていますが、圏域内での病床機能や医療体制について、十分な協議がなされていないと思われます。
　圏域内において、公的病院として、また大学病院としての役割を果たし、既存の民間病院や医療体制のバランスを崩すような構想については見直しをお願いしたいと思います。やはり、公的病院が回復期リハビリや在宅医療にまで手を広げることは、地域包括ケアシステム構築の観点からも望ましい形ではないと考えます。
　当会議及び地域医療構想推進委員会において、十分に議論されることを希望します。
· 　国家予算の社会保障費の占める割合が大きいからといって、医療・介護の経費は予算削減のターゲットにされてきた。その為、介護従事者の低賃金、公衆衛生の拠点となるべき保健所の削減、地域の拠点病院の一元化の為に、中規模病院の統廃合が進められ、医師の数までも抑制され、介護・医療が切り捨てられてきた結果、今回のようなコロナ禍で不測の事態が起きるとたちどころに行き詰まってしまった、という意見もあることから、いくら予算がかかっても人間の安全保障が本命であり、愛知県地域保健医療計画の中間見直しがより充実したものとなることを大いに期待します。
　　　



　　
　　　　　　　　　　　　　　　　                                                          
